
フレーベルの足跡をたどって 

フローベルガルテンの遊び場 

新鮮な空気を吸いたければ、遊び場に行こう。この発達段階においては、遊びはで

きる限り普遍的なものであり、共通のもの、権利、欲求に対する認識と愛情の発達

につながるからである。 

(フリードリッヒ・フローベル『人間の発達』1826 年、ケイルハウ、133-134 頁より

引用）。 

数年前、イェルク・ワーグナーによる非常に興味深く成功したデザインに続いて、保

護者のキャンペーンによって「FROEBEL 幼稚園」に遊び場が作られた。それは、フ

リードリッヒ・フルーベルのおもちゃへの「言及」であった。遊び場は町の子供た

ちに大人気だった。 

バート・リーベンシュタインには、この偉大な教育学者の業績を記念する場所がい

くつもある。フリードリッヒ・フレーベル幼稚園や、近くの山の墓地にあるフレー

ベルの墓に加え、幼稚園の先生を特別な方法で養成した伝統を称えるフレーベル記

念室もある。 

美術学校は、フレーベルが美術や建築にどのような影響を与えたかを紹介すること

を目的としている。 

すぐ近くにある小学校は、フレーベルにちなんで命名されただけでなく、国際的に

認められた彼の遺産を受け継ぐことに専念している。 

イェルク・ワーグナー（シュヴァイナ）によるスケッチ 
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